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日本では、まだ食べられる食品が一年間に約612万トン捨てられています。
まだ食べられるのにもったいないですね。一方、食の支援を必要とする人が増えています。

とちぎコープでは「フードバンクうつのみや」さんと協力して、フードドライブを行っています。
フードドライブとは、ご家庭に眠っている食品をフードバンクなどへ寄付する活動です。
お預かりした食品は、生活困窮者など支援を必要とする方々に無償でお渡しします。

フードドライブの取り組みフードドライブの取り組み

フードバンクうつのみや

4.食品の仕分・管理
企業や団体、個人から寄付された食品
を仕分し、賞味期限ごとに食品棚で管
理します。パソコンに入力して入庫・
出庫を記録します。

5.必要とされる方々へ 食品をお渡し
フードバンクに相談に来られた方へ　
福祉施設やこども食堂へ　
災害時は被災された方へも

2.受付場所
お店のサービスカウンターやコープデリ宅配センターへ
お持ちください。
2021年2月より5か所の地域ステーション
（矢板・高根沢・城東・野木丸林・佐野犬伏）でも受付を始めました。
＊ 食品の管理や物流上の問題から、
コープデリ宅配の配達中のお預かりはしていません。

3.集めた食品をフードバンクさんが回収
とちぎコープ本部で賞味期限などを点検し、フードバンクうつのみやさんにお渡しします。
2020年度は、8,677点・4,011㎏の食品を寄付することができました。

1.お預かりしている食品
・常温で保存できる食品

※アルコール類は扱っておりません。
・未開封で賞味期限が1ヵ月程度以上あるもの

とちぎコープ

コープで
広がる、
つながる
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食品の回収・管理・配送、
相談者に聞き取りなどをするボランティアを募集しています。
ボランティア希望者向けの説明会を毎週土曜日に開催しています。参加を希望する方は事前にご連絡ください。
また、活動や運営を支える会員も募集しています。詳しくはホームページをご覧ください。

食品を寄付する以外に協力できることはありますか？

フードバンクうつのみや 栃木県宇都宮市塙田2-5-1
TEL 028-622-0021  10：00 ～ 18：00（日・月・祝日は休み）
HP：https://fbu2189.org/

お問い合わせ
詳
し
く
は

こ
ち
ら
！

集めた食品を事前に
セットして配布する
「きずなセット」
学生向けの配布会も
おこないました

2020年はコロナ禍で相談者が約3倍に！
相談に来られた時点で「家がない」「職がない」
「ライフラインが停止している」など、生活状況の悪い方が多くなりました。
また、「実家からの仕送りが減った」、「バイトのシフトが激減した」といった
大学生など若い世代からのSOSも増えました。

食品をお渡しするだけでなく
来所した方にお話を聞き、
その方に必要な支援やステップを一緒に考えます。
医療、地域、仕事、教育など、
その方が必要としているケースに合わせて関係各所へ繋げ、
相談者とそのご家族の支えとなり、立ち直りを目指します。

東日本大震災直後の2011年4月に認定NPO法人とちぎボランティアネットワークの
事業の一つとして活動が始まり、2019年11月に「NPO法人フードバンクうつのみや」
を設立しました。とちぎコープさんとは、活動立ち上げからのお付き合い。当初寄付さ
れた食品を保管する場所が必要で、本部の一角をお借りし、その後も何かとご協力いた
だいています。今、コープさんから入ってくる食品は、どんどん増えています。本当に
ありがとうございます。

「経済大国日本において？」と思われる方もいるかと思いますが、この活動をしていると、
困っている人が実はとても多いとわかります。「働くことが嫌いだからそうなっちゃう
のでは」とも思うかもしれませんが、困窮している理由は本当に様々。グローバル化が
進み、働き方も多様になった現代はリスク社会と言えます。リーマンショックみたいに
一斉に解雇されてしまうとか、病気や怪我、そしてこのコロナ禍においても休職や退職、
企業の倒産など影響は非常に大きい。だれもが貧困者になりえます。困っている人がい
たら助ける、自分が困ったら助けてもらう。そういったことが、もう少し気軽にできる、
言える社会になってくれるといいなと思います。缶詰一個からでもいいですから、一緒
に助けあいの輪を広げていっていただけると嬉しいです。（2021年2月）

特定非営利活動法人
フードバンクうつのみや  
理事長  徳山篤さんに、
お話を伺いました。

地域のセーフティネットに


